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１ 求められる教員像を知る 

課題 1 

 

理想の教師像を教えてください。 
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◆ポイント 

 

これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について 

〜学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて〜 

（答申）平成 27年 12月 21日 

 

 

◆  これまで教員として不易とされてきた資質能力に加え，自律的に学ぶ姿勢を持ち，時代の変化や

自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を生涯にわたって高めていくことのできる

力や，情報を適切に収集し，選択し，活用する能力や知識を有機的に結びつけ構造化する力などが

必要である。  

 

◆  アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善，道徳教育の充実，小学校における外国語教育の

早期化・教科化，ICT の活用，発達障害を含む特別な支援を必要とする児童生徒等への対応などの

新たな課題に対応できる力量を高めることが必要である。  

 

◆  「チーム学校」の考えの下，多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し，組織的・協働的

に諸課題の解決に取り組む力の醸成が必要である。  
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 今後，改めて教員が高度専門職業人として認識されるために，学び続ける教員像の確立が強く求め

られる。このため，これからの教員には，自律的に学ぶ姿勢を持ち，時代の変化や自らのキャリアス

テージに応じて求められる資質能力を，生涯にわたって高めていくことのできる力も必要とされる。  

 また，変化の激しい社会を生き抜いていける人材を育成していくためには，教員自身が時代や社会，

環境の変化を的確につかみ取り，その時々の状況に応じた適切な学びを提供していくことが求められ

ることから，教員は，常に探究心や学び続ける意識を持つこととともに，情報を適切に収集し，選択

し，活用する能力や知識を有機的に結びつけ構造化する力を身に付けることが求められる。  

 さらに，子供たち一人一人がそれぞれの夢や目標の実現に向けて，自らの人生を切り開くことがで

きるよう，これからの時代に生きる子供たちをどう育成すべきかについての目標を組織として共有し，

その育成のために確固たる信念をもって取り組んでいく姿勢が必要である。  

 一方，学校を取り巻く課題は極めて多種多様である。いじめ・不登校などの生徒指導上の課題や貧

困・児童虐待などの課題を抱えた家庭への対応，キャリア教育・進路指導への対応，保護者や地域と

の協力関係の構築など，従来指摘されている課題に加え，さきに述べた新しい時代に必要な資質能力

の育成，そのためのアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善や道徳教育の充実，小学校におけ

る外国語教育の早期化・教科化，ICT の活用，インクルーシブ教育システムの構築の理念を踏まえた，

発達障害を含む特別な支援を必要とする児童生徒等への対応，学校安全への対応，幼小接続をはじめ

とした学校間連携等への対応など，新たな教育課題も枚挙にいとまがなく，一人の教員がかつてのよ

うに，得意科目などについて学校現場で問われる高度な専門性を持ちつつ，これら全ての課題に対応

することが困難であることも事実である。  

 そのため，教員が上記のように新たな課題等に対応できる力量を高めていくのみならず，「チーム

学校」の考え方の下，教員は多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し，教員とこれらの者が

チームとして組織的に諸課題に対応するとともに，保護者や地域の力を学校運営に生かしていくこと

も必要である。このため教員は，校内研修，校外研修など様々な研修の機会を活用したり自主的な学

習を積み重ねたりしながら，学校作りのチームの一員として組織的・協働的に諸課題の解決のために

取り組む専門的な力についても醸成していくことが求められる。  
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２ 個性豊かな教員 

課題 2 

  

教員を志望している理由を教えてください。 
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◆ポイント 

 

これからの時代に求められる資質・能力と、 それを培う教育、教師の在り方について  

（平成 27年 5月 14日 教育再生実行会議 第七次提言） 

 

<創造性、チャレンジ精神、忍耐力、自己肯定感>  

 

 未知の課題に挑み、解決策を生み出すためには、既存の概念にとらわれない創造的な発想力や企

画力、直観力が必要です。これを身に付けるためには、慣れ親しんだ環境から離れ、失敗を恐れ

ず、未知の場に飛び出して、発想を拡げる経験の積み重ねが不可欠であり、果敢に挑むチャレンジ

精神とともに、強い忍耐力を養っていくことが求められます。また、その素地として、プラス思考

で、様々な課題に意欲的に取り組む姿勢も必要です。そのためには、教師が、全ての子供の可能性

を信じ、その潜在的な能力を引き出す営みを通じて、子供の心に火を点し、高い志とともに自己肯

定感を醸成していくことが重要です。  

 さらに、異能・異才の人材を発掘し、その才能を社会に変革をもたらす可能性があるものとして

伸ばすことも重要です。 

 

  

<感性、思いやり、コミュニケーション能力、多様性を受容する力>  

 

どれほどコンピュータや人工知能が発達しても、感性や思いやり、慈しみの気持ちなどにおいて

は最後まで人間が優位性を持つと考えられます。人に対して働きかけたり、人の感性に訴えたりす

る仕事や活動を行うことはもとより、職場やコミュニティの中で、他者と目標を共有し、協働して

課題解決に取り組むことは、いつの時代にあっても不可欠です。また、グローバル化した社会で

は、異なる価値観や文化的・宗教的背景を持つ人たちと互いに理解し合い、共存していくことも必

要です。社会の中での協調性と、その基盤となる倫理観を養うためには、他者に共感できる感性、

思いやり、他者との意思の疎通を図るコミュニケーション能力、多様性を受容する力を育てること

が必要です。その際、これまでの我が国の教育の中で培われ、日本人として大切にしてきた誠実さ

やおもてなしの心など、日本人が長けている感性を更に伸ばしていくことが大切です。  
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東京都教育委員会 小学校教職課程学生ハンドブック（平成 30年度版） 

現職教員からのメッセージ「教師の魅力」 

 

 

●子供たちの「未来」をつくるのは「今」です。子供たちの「今」に、少しでもよい影響を与えるこ

とができたら、教師として本望だと思います。  

●子供から「将来は、先生みたいな先生になりたい。」と言われたとき、一生懸命頑張ってきてよか

ったと教師としての喜びを感じました。  

●授業中、子供の表情が「?」から「!」に変わります。そんな瞬間に、苦労して、授業づくりをした

かいがあったなあと、教師としてのやりがいを感じます。  

●学芸会や運動会に向けて、泣いたり笑ったりしながら、クラスが一丸となって取り組んだことは、

子供たちにとって一生の思い出になります。  

●それは、教師としての自分にとっても、かけがえのない思い出となります。  

●努力して跳び箱が飛べた瞬間、逆上がりができた 瞬間、この感動を子供たちと共有できること、

これこそ、教師としてのだいご味です。  

●諦めずに指導を重ねていくことが、子供たちの 将来につながります。夢と誇りをもって仕事がで

きることこそ、教師の魅力だと感じています。  

●卒業後、何年かして教え子と会ったとき、 自分が発した言葉を支えにして努力して いると聞き、

とても感動しました。  
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３ 担任力をアピールする 

課題 3 

 

 生徒指導に必要な資質は何ですか。 
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◆ポイント 

 

生徒指導提要(平成 22年) 

 

 

 生徒指導とは、一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質や行動

力を高めることを目指して行われる教育活動のことです。すなわち、生徒指導は、すべての児童生徒

のそれぞれの人格のよりよき発達を目指すとともに、学校生活がすべての児童生徒にとって有意義で

興味深く、充実したものになることを目指しています。 生徒指導は学校の教育目標を達成する上で

重要な機能を果たすものであり、学習指導と並んで学校教育において重要な意義を持つものと言えま

す。  

 各学校においては、生徒指導が、教育課程の内外において一人一人の児童生徒の健全な成長を促し、

児童生徒自ら現在及び将来における自己実現を図っていくための自己指導能力の育成を目指すとい

う生徒指導の積極的な意義を踏まえ、学校の教育活動全体を通じ、その一層の充実を図っていくこと

が必要です。  

 


